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学長として
歩んできた

6年間の軌跡

吉
澤
靖
之
学
長

吉澤靖之学長 ロングインタビュー

2014年の学長就任以来、組織改革と意識改革に取り組んで
きた吉澤靖之学長。その6年間にわたる任期を振り返り、
東京医科歯科大学の変革の軌跡と今後の展望について
語ってもらった。

―
―
学
長
就
任
当
時
を
振
り
返
っ
て
、

お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

吉
澤　

２
０
１
４
年
に
学
長
に
就
任
し

た
と
き
の
所
信
表
明
に
も
書
い
た
通

り
、「
己
を
知
れ
ば
邪
心
な
し
」「
積
極

思
考
で
全
力
を
尽
く
す
」の
精
神
で
こ

の
６
年
間
を
走
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

学
長
と
し
て
、
最
初
に
着
手
し
よ
う

と
考
え
て
い
た
の
は
教
職
員
の
意
識
改

革
で
し
た
。
意
識
改
革
を
進
め
る
上
で

重
視
し
て
き
た「
愛
校
心
」は
誤
解
を
受

け
や
す
い
言
葉
で
す
が
、
全
教
職
員
が

将
来
像
を
共
有
し
、
そ
の
将
来
像
に
向

特集 1
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今号の表紙 
今号の医科歯科百景でも紹介していますが、本学
と湯島聖堂を含むここ湯島は昌平坂学問所の跡
地。卒業生の門出、そして新入生を迎えるこの時期、
仰高門の遠景にはM&Dタワーと桜の共演が望め
ます。
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❷
特集 1 

吉澤靖之学長 ロングインタビュー

学長として歩んできた
6年間の軌跡

❿
特集 2

M&Dデータ科学センターが
オープン

⓬
特集 3 

未来医療開発コンソーシアム
“オール医科歯科” 体制で「未来医療」を拓く

⓮
医療研究 ★ 最前線 未来医療を拓く 
進化するクライオ電子顕微鏡で
これからの創薬研究が加速する

高等研究院 卓越研究部門  藤吉好則 特別栄誉教授

⓰
医療にかける思いを聞く ◎ 医科歯科人 

大学院医歯学総合研究科医歯学専攻
認知行動医学講座 眼科学分野

大野京子 教授

⓲
附属病院訪問

歯学部附属病院   口腔外科外来
⓳

卒業生の今 ◎ 「活躍する医科歯科人」
東京医科歯科大学医学部附属病院検査部  臨床検査技師長

市村直也氏

⓴
医科歯科大生 File ◎ 「自ら問い、自ら導く学生たち」

歯学部 口腔保健学科 口腔保健工学専攻 2年   小山菜水さん

⓴
医科歯科百景

「近代教育発祥の地」碑

か
っ
て
大
学
の
歴
史
を
一
緒
に
作
っ
て

い
こ
う
と
い
う
思
い
を
込
め
た
言
葉
で

す
。
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

６
年
間
の
中
で
教
職
員
の
意
識
が
確
か

に
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

　

意
識
改
革
と
並
ん
で
注
力
し
て
き
た

組
織
改
革
に
つ
い
て
は
、
学
長
に
就
任

す
る
前
か
ら
そ
の
重
要
性
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
医
学
部
と
歯
学
部
の
連
携
が

取
れ
て
お
ら
ず
バ
ラ
バ
ラ
に
運
営
し
て21
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い
る
こ
と
か
ら
、
人
員
配
置
な
ど
を

見
直
し
、
大
学
と
し
て
一
貫
し
た
方

針
の
下
で
進
め
ら
れ
る
よ
う
な
体
制

を
作
る
こ
と
か
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。

―
―
早
々
に
学
長
直
下
の
組
織
体
制

を
構
築
さ
れ
ま
し
た
。

吉
澤　

小
規
模
な
大
学
な
の
で
す
か

ら
、
学
部
や
診
療
科
な
ど
の
枠
組
み

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、大
学
全

体
と
し
て
取
り
組
む
組
織
体
制
を
構

築
す
る
の
が
良
い
と
考
え
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
学
長
直
下
の
実
働
部
隊

と
し
て
学
長
企
画
室（
現
学
長
戦
略

企
画
課
）と
、少
し
遅
れ
て
学
長
シ
ン

ク
タ
ン
ク
を
設
置
。
教
育
研
究
組
織

の
見
直
し
や
編
成
を
行
う
た
め
、大
学

情
報
の
一
元
管
理
や
デ
ー
タ
分
析
な

ど
を
行
う
大
学
情
報
連
携（
大
学
Ｉ

Ｒ
）シ
ス
テ
ム
も
導
入
し
ま
し
た
。

　

就
任
当
初
は
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
的

な
プ
ロ
セ
ス
に
意
見
も
あ
り
ま
し
た

が
、「
己
を
知
れ
ば
邪
心
な
し
」を
貫

き
、
自
分
の
利
益
は
一
切
考
え
ず
に

大
学
と
社
会
の
た
め
に
考
え
た
こ
と

を
徹
底
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

―
―
教
養
教
育
や
入
試
な
ど
、
教
育

全
体
の
見
直
し
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

吉
澤　

数
々
の
組
織
改
革
の
中
で
も

真
っ
先
に
取
り
組
ん
だ
の
が
教
育
で

す
。
就
任
翌
年
の
２
０
１
５
年
に
統
合

教
育
機
構
を
設
立
し
、
大
学
全
体
の

方
針
の
下
で
教
養
教
育
改
革
、
入
試

改
革
、
大
学
院
改
組
な
ど
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
本
学
の

教
育
理
念
の
１
つ
で
あ
る「
幅
広
い
教

養
と
豊
か
な
感
性
を
備
え
た
人
間
性

の
涵
養
」の
実
現
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

教
養
教
育
に
つ
い
て
は
、外
部
か
ら

教
育
の
専
門
家
も
交
え
た「
教
養
教

育
改
革
に
関
す
る
検
討
会
」を
設
置
し
、

学
生
が
授
業
を
展
開
す
る
反
転
授

業
、
少
人
数
教
育
、
教
養
教
育
の
英

語
化
な
ど
を
検
討
。
２
０
１
７
年
か

ら
実
際
の
授
業
で
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

入
試
改
革
で
は
、
一
般
入
試
に
加

え
て
推
薦
入
試
に
よ
る
特
別
選
抜
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
方
出
身

者
や
帰
国
子
女
に
合
格
の
チ
ャ
ン
ス

を
拡
大
す
る
こ
と
が
目
的
で
し
た
。

近
年
、
本
学
に
合
格
す
る
学
生
が
首
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特集 1  吉澤靖之学長 ロングインタビュー

都
圏
の
高
校
出
身
者
ば
か
り
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
危
惧
し
た
の
で
す
。

東
京
外
国
語
大
学
と
連
携
し
て
、
多

面
的
・
総
合
的
な
能
力
を
評
価
す
る

選
抜
手
法
を
開
発
。
入
試
に
お
け
る

文
理
融
合
問
題
の
作
成
や
相
互
派
遣

な
ど
も
実
施
し
ま
し
た
。

―
―
大
学
院
の
改
組
に
つ
い
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

吉
澤　

大
学
院
改
組
に
つ
い
て
は
、

早
く
か
ら
Ｉｏ
Ｔ
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
情
報
系
を
意
識
し

て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
７

年
度
か
ら
５
年
間
の
計
画
で
ス
タ
ー

ト
し
た「
デ
ー
タ
関
連
人
材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
」は
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
と
医
学
の
両
方
に
精
通
し
た
人
材

を
育
成
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

そ
の
後
の「
医
療
・
創
薬
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」形
成

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
に
は
、
保
健
衛
生
学

研
究
科
生
体
検
査
科
学
専
攻
を
医
歯

学
総
合
研
究
科
に
統
合
す
る
な
ど
、

新
た
な
医
歯
学
総
合
研
究
科
を
設
置

制
の
拡
大
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

大
学
全
体
の
研
究
力
、
教
育
力
を
強

化
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
領
域
制

で
し
た
が
、
医
科
と
歯
科
そ
れ
ぞ
れ

に
生
化
学
教
室
が
あ
る
な
ど
、
統
合

が
十
分
で
は
な
い
状
況
の
改
善
が
急

務
で
あ
る
と
考
え
た
た
め
で
す
。

　

そ
こ
で
、
大
学
院
医
歯
学
総
合
研

究
科
の
基
礎
系
研
究
の
中
で
研
究
領

域
が
近
い
分
野
を
選
び
、
２
０
１
６

年
４
月
か
ら
新
た
な
15
領
域
を
導

入
。
一
例
と
し
て
病
理
学
領
域
を
挙

げ
る
と
、
人
体
病
理
学
、
包
括
病
理

学
、
診
断
病
理
学
、
口
腔
病
理
学
、

口
腔
病
態
診
断
科
学
、
分
子
病
態
検

査
学
と
、
医
科
と
歯
科
両
方
の
病
理

学
関
連
分
野
が
集
ま
っ
て
構
成
し
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
臨
床
系
研
究
分

野
で
も
13
領
域
を
導
入
し
、
現
在
は

基
礎
臨
床
の
31
領
域
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

領
域
制
の
拡
大
は
、
東
京
医
科
歯

科
大
学
の
重
点
研
究
分
野
を
さ
ら
に

推
進
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
先

端
医
歯
工
学
創
成
研
究
部
門
を
設
立

し
ま
し
た
。
こ
の
思
い
が
進
化
し
て

設
置
さ
れ
た
創
生
医
学
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
、
未
来
医
療
開
発
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
、間
も
な
く
ス
タ
ー
ト
す
る
難
病

克
服
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
国
内
外
の

研
究
者
や
企
業
と
連
携
し
て
基
礎
か

ら
実
用
化
研
究
ま
で
を
進
め
る
最
先

端
の
国
際
研
究
拠
点
と
な
り
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
に
は
、
広
い
視
野
で

全
学
の
研
究
・
産
学
官
を
統
括
す
る

た
め
の
組
織
と
し
て
統
合
研
究
機
構

を
設
置
。
学
内
に
点
在
す
る
研
究
設

備
の
集
約
化
、
他
大
学
と
の
設
備
共

有
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
な
ど
を

推
進
し
、
研
究
力
を
向
上
さ
せ
る
体

制
と
仕
組
み
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。

―
―
若
手
研
究
者
の
育
成
を
は
じ

め
、
優
秀
な
研
究
者
の
招
へ
い
も
重

要
で
す
。

吉
澤　

若
手
研
究
者
の
育
成
を
目
的

と
し
た「
学
長
裁
量
優
秀
若
手
研
究

者
奨
励
賞
」の
創
設
、「
次
世
代
研
究

者
育
成
ユ
ニ
ッ
ト
」の
発
足
も
、
次

世
代
に
向
け
た
研
究
力
強
化
の
取
り

組
み
の
１
つ
で
す
。

し
、
医
歯
理
工
保
健
学
専
攻（
先
制

医
療
学
コ
ー
ス
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル

ス
リ
ー
ダ
ー
養
成（
Ｍ
Ｐ
Ｈ
）コ
ー
ス

な
ど
）や
先
制
医
歯
理
工
学
コ
ー
ス

（
臨
床
統
計
・
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ

テ
ィ
ク
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
先
進
医
療

デ
バ
イ
ス
Ｉ
ｏ
Ｔ
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

疾
患
生
命
創
薬
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

を
設
置
し
ま
し
た
。構
想
か
ら
数
年

を
要
し
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
大
学

院
改
組
が
実
現
し
ま
し
た
。

―
―
統
合
研
究
機
構
を
軸
と
し
て
、

研
究
力
強
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

吉
澤　

研
究
の
組
織
改
革
は
、
領
域
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一
方
で
、
現
役
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
で
あ
る
室
伏
広
治
教
授
、
創
生
医

学
研
究
の
第
一
人
者
の
武
部
貴
則
教

授
、
ク
ラ
イ
オ
電
子
顕
微
鏡
を
開
発

し
た
藤
吉
好
則
特
別
栄
誉
教
授
な

ど
、
各
界
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
招

へ
い
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
人

事
戦
略
は
、
２
０
１
４
年
に
導
入
し

た
ク
ロ
ス
・
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
制

度
、
２
０
１
７
年
に
設
置
し
た
人
事

委
員
会
に
よ
り
実
現
に
至
っ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

―
―
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機

構
の
設
置
な
ど
組
織
対
組
織
の
体
制

で
産
学
連
携
を
推
進
さ
せ
る
仕
組
み

も
活
発
化
し
ま
し
た
。

吉
澤　

統
合
研
究
機
構
で
は
、
基
礎

研
究
を
推
進
す
る
だ
け
で
な
く
、
東

京
医
科
歯
科
大
学
で
創
出
さ
れ
た
研

究
成
果
を
速
や
か
に
社
会
実
装
す
る

た
め
の
産
学
連
携
に
も
注
力
し
て
き

ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
に
は
、
管
理
運
営
部

門
お
よ
び
７
つ
の
研
究
支
援
ユ
ニ
ッ

ト
か
ら
な
る「
リ
サ
ー
チ
コ
ア
セ
ン

産
学
連
携
に
よ
り
生
ま
れ
た
知
的
財

産
を
し
っ
か
り
と
社
会
に
還
元
さ
せ

て
、
そ
の
利
益
で
基
礎
研
究
を
充
実

さ
せ
る
よ
う
な
循
環
を
作
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
ソ
ニ
ー
、
ニ

コ
ン
、
ヤ
マ
ハ
と
の
包
括
連
携
協
定

を
締
結
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
８

年
に
は
さ
ら
に
産
学
連
携
を
推
進
す

る
た
め
の「
Ｔ
Ｍ
Ｄ
Ｕ
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
制
度
」を
構
築
し
、

日
立
製
作
所
、
三
井
物
産
と
い
っ
た

日
本
を
代
表
す
る
企
業
と
産
学
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た

実
績
が
評
価
さ
れ
、
文
部
科
学
省
の

「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構

の
整
備
事
業
」に
も
採
択
さ
れ
、オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構
を
設
置

す
る
に
至
っ
た
の
で
す
。

　

最
近
で
は
、
今
ま
で
の
成
果
が
認

め
ら
れ
国
立
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出
環
境
強
化
事
業
に
も
採
択
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

―
―
病
院
一
体
化
に
向
け
た
診
療
体

制
の
改
革
に
つ
い
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

吉
澤　

診
療
の
改
革
は
、
学
長
就
任

前
に
６
年
間
ほ
ど
医
療
担
当
理
事
と

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
私
が
、
も
っ

と
も
着
手
し
た
か
っ
た
改
革
と
い
え

ま
す
。

　

ま
ず
、
医
学
部
附
属
病
院
と
歯
学

部
附
属
病
院
の
本
格
的
な
連
携
が
必

要
だ
と
考
え
ま
し
た
。
口
腔
外
科
、

耳
鼻
咽
喉
科
、
頭
頸
部
外
科
、
形
成

外
科
に
よ
る
術
前
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

や
ケ
ー
ス
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
両

病
院
の
病
理
部
門
の
連
携
と
い
っ
た

こ
と
は
、
医
療
担
当
理
事
の
と
き
に

実
施
し
た
こ
と
で
す
。

　

学
長
に
就
任
後
は
、
以
前
か
ら
構

想
し
て
い
た
長
寿
・
健
康
人
生
推
進

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
ほ
か
、
歯
学

部
附
属
病
院
の
中
に
先
端
歯
科
診
療

セ
ン
タ
ー
、
デ
ジ
タ
ル
・デ
ン
テ
ィ
ス
ト

リ
ー
を
進
め
るR

eal M
ode Studio

を
置
く
な
ど
、
徐
々
に
全
学
的
な
診

療
体
制
を
整
え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
２
０
１
７
年
に
統
合
診

療
機
構
を
設
立
し
、
翌
年
に
は
医
学

タ
ー
」を
機
構
内
に
設
置
し
、
研
究

成
果
の
事
業
化
・
実
用
化
を
加
速
さ

せ
る
仕
組
み
を
作
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
本
学
が
推
進
し
た
の
は

従
来
の
産
学
連
携
の
よ
う
な
研
究
者

個
人
と
企
業
の
一
部
門
と
の
共
同
研

究
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
の
た
め

に
も
、
大
学
と
企
業
が
組
織
対
組
織

と
し
て
連
携
し
、
基
礎
研
究
、
実
用

化
研
究
、
特
許
を
含
む
社
会
実
装
と

い
う
全
体
を
通
し
た
、
包
括
連
携
協

定
で
取
り
組
む
枠
組
み
が
重
要
な
の

で
す
。　

　

こ
れ
は
法
人
化
し
た
国
立
大
学
の

使
命
で
も
あ
る
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

*
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教育

研究

2014年度

2015年度

（平成26）

2016年度

2017年度

2018年度

2019年度

●学長シンクタンク設置

●民間資産獲得本部
　(ファンドレーザー )

●ＩＲ室設置

●M&Dデータ科学センター
　設置準備室

●資産活用

●統合機構の整備 →統合教育機構
→統合国際機構

●ガバナンス強化  →統合研究機構*
→統合診療機構
→統合情報機構
→大学IR

入試改革（特別選抜の実施）
データ関連人材育成プログラム
→「医療・創薬データサイエンスコンソーシアム」

大学院改組

JDP（チリ/チュラロンコーン）

ISP2019開催

附属病院一体化

先端歯科診療センター設置

長寿・健康人生推進センター設置

グローバルヘルスリーダー養成コース開設

「未来医療開発コンソーシアム」設置

「創生医学コンソーシアム」設置

OI制度を構築→OI機構設置
高等研究院の設置

デジタル・デンティストリー導入
→「Real Mode Studio」開設

*統合研究機構の設置
 →リサーチコアセンター

「東京都地域医療政策学講座」設置

人事委員会の設置

国際

医療

（平成30）

クロス・アポイントメント制度導入
スポーツサイエンス機構設置
領域性、先端医歯工学創成研究部門設置

学長として歩んできた6年間の軌跡
特集 1  吉澤靖之学長 ロングインタビュー

部
附
属
病
院
と
歯
学
部
附
属
病
院
を

大
学
附
属
病
院
と
い
う
組
織
体
制
に

改
め
ま
し
た
。
手
続
き
の
面
か
ら
名

称
は
変
更
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
学

附
属
病
院
と
な
っ
た
こ
と
で
、
病
院

一
体
化
に
向
け
て
大
き
な
一
歩
を
踏

み
出
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
医
学
部
附
属
病
院
と
歯
学

部
附
属
病
院
の
間
に
建
設
さ
れ
る
機

能
強
化
棟
に
は
、
医
学
、
歯
学
両
方

が
使
う
こ
と
の
で
き
る
手
術
室
や
Ｅ

Ｒ
な
ど
が
入
る
予
定
で
す
。

―
―
将
来
に
到
来
す
る
Ａ
Ｉ
時
代
を

見
据
え
た
計
画
も
具
体
的
に
進
ん
で

い
ま
す
ね
。

吉
澤　

診
療
改
革
と
並
行
し
て
進
め

て
き
た
の
が
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
な
ど
を
含

む
情
報
に
関
す
る
取
り
組
み
で
す
。

２
０
１
４
年
に
設
置
し
た
長
寿
・
健

康
人
生
推
進
セ
ン
タ
ー
は
、
疾
患
バ

イ
オ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
収
集
し

た
遺
伝
子
情
報
を
活
用
し
て
予
防
医

学
を
行
う
拠
点
で
す
。
将
来
的
に
医

療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
重
要
に
な
る
こ

と
に
備
え
て
、
一
歩
進
ん
だ
先
制
医

療
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
を
視
野
に
入

れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
２
０
１
７
年
に
設
立
し
た

統
合
情
報
機
構
が
核
と
な
り
、
教
育

改
革
で
も
触
れ
た「
デ
ー
タ
関
連
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
２
０
２
０

年
４
月
オ
ー
プ
ン
の
Ｍ
＆
Ｄ
デ
ー
タ

科
学
セ
ン
タ
ー
へ
と
つ
な
が
る
道
を

切
り
開
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
道
は
、

将
来
の
開
設
を
目
指
す
メ
デ
ィ
カ
ル

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
ま
で
一
直

線
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

―
―
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
結
果
も
、

海
外
に
存
在
感
を
示
す
こ
と
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

吉
澤　

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
教

育
・
研
究
・
診
療
の
改
革
の
成
果
の

１
つ
に
、
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で

の
上
位
ラ
ン
ク
イ
ン
が
あ
り
ま
す
。

「
分
野
別
Ｔ
Ｈ
Ｅ
世
界
大
学
ラ
ン
キ

ン
グ
２
０
２
０
」に
お
い
て
、
臨
床
、

前
臨
床
お
よ
び
健
康
分
野
で
世
界
74

位
、
日
本
３
位
と
な
り
、
英
国
の
ク

ア
ク
ア
レ
リ
・
シ
モ
ン
ズ（
Ｑ
Ｓ
）が
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２
０
１
９
年
２
月
に
発
表
し
た「
分

野
別
Ｑ
Ｓ
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」

の
歯
科
分
野
で
は
日
本
１
位
、
世
界

10
位
、
医
学
分
野
で
も
日
本
３
位
、

世
界
51
︱
１
０
０
位
と
い
う
高
評
価

を
得
て
い
ま
す
。

　

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
に
名
を
連

ね
た
こ
と
は
そ
れ
自
体
嬉
し
い
こ
と

で
も
あ
り
ま
す
が
、
世
界
的
に
認
知

度
が
上
が
り
、
国
際
連
携
が
進
め
や

す
く
な
っ
た
と
い
う
効
果
が
あ
り
ま

し
た
。

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
は
長
年
に
わ

た
っ
て
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
、
チ
リ
、

　

全
学
の
国
際
連
携
を
大
学
の
方
針

の
下
で
行
う
た
め
の
統
合
国
際
機
構

を
設
置
。
学
長
と
し
て
私
が
全
責
任

を
負
う
覚
悟
を
持
っ
て
締
結
書
に
サ

イ
ン
し
ま
し
た
。

　

米
国
と
の
連
携
が
強
化
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
２
０
１
９
年
に
は
Ｉ
Ｓ

Ｐ（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
マ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
）を
実
施
し
、
米
国
の

協
定
校
か
ら
初
め
て
学
生
と
教
員
を

招
へ
い
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に

本
学
の
医
療
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
認
知

さ
れ
、
さ
ら
な
る
連
携
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

―
―
こ
れ
か
ら
の
東
京
医
科
歯
科
大

学
に
期
待
す
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う

か
。

吉
澤　

こ
う
し
て
６
年
間
の
歩
み
を

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
当
初
や
ろ
う

と
し
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
達
成
で
き

た
、
あ
る
い
は
基
礎
は
築
く
こ
と
が

で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
を

始
め
と
す
る
Ａ
Ｉ
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
な
ど
は
少
し

期
待
よ
り
遅
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

上
一
番
の
心
残
り
は
、
東
京
外
国
語

大
学
、
東
京
工
業
大
学
、
一
橋
大
学

に
よ
る
四
大
学
連
合
に
よ
る
取
り
組

み
で
す
。
今
以
上
に
経
営
的
自
立
が

必
要
と
な
る
我
々
国
立
大
学
が
生
き

残
る
た
め
に
も
四
大
学
連
合
を
進

め
、
新
た
な
研
究
分
野
を
創
成
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
理
想
的
で
す
。

　

私
が
何
よ
り
も
重
視
し
た
組
織
改

革
に
つ
い
て
は
、
教
育
、
研
究
、
診

療
、
情
報
、
国
際
そ
れ
ぞ
れ
の
統
合

機
構
を
作
り
、
進
む
べ
き
方
向
に
続

く
道
は
で
き
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
大
が
か
り
な
組

織
改
革
を
な
し
え
た
の
は
、
愛
校
心

に
支
え
ら
れ
た
教
職
員
一
同
の
意
識

改
革
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。

　

新
し
い
学
長
と
な
る
田
中
雄
二
郎

先
生
に
は
、
ど
ん
ど
ん
新
し
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
の
流
れ
を
途
絶

え
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
大
学
の
た
め
、

社
会
の
た
め
に
大
学
運
営
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ガ
ー
ナ
と
い
っ
た
国
々
を
中
心
に
国

際
連
携
、
国
際
協
力
を
進
め
て
き
ま

し
た
。　

　

将
来
に
向
け
て
、
世
界
に
冠
た
る

医
療
系
総
合
大
学
と
し
て
の
地
位
を

確
固
た
る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

欧
米
諸
国
と
の
連
携
が
不
可
欠
で

す
。
特
に
、
米
国
と
の
関
係
は
重
要

だ
と
考
え
て
お
り
、
私
が
学
長
に
就

任
以
降
、
８
校
の
米
国
の
大
学
と
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
し
か
し
米
国

大
学
内
に
ブ
ラ
ン
チ
を
設
立
す
る
こ

と
は
、
ま
だ
交
渉
中
で
、
任
期
中
に

完
了
で
き
ず
残
念
で
す
。
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学長として歩んできた6年間の軌跡
特集 1  吉澤靖之学長 ロングインタビュー

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
は
吉
澤
学
長

の
下
、
世
代
を
超
え
て
地
球
・
⼈
類

の「
ト
ー
タ
ル
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」の
実

現
を
目
指
し
て
指
定
国
立
大
学
法
人

の
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
も
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
て
そ
の
目
標
を
達
成
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
構
成
員
一
人
ひ
と

り
が
自
発
性
を
発
揮
し
つ
つ
、
ひ
と

つ
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
く「
自
律

と
協
調
」の
組
織
へ
の
転
換
を
図
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
組
織
と
文
化
を
作
り

上
げ
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
①
権
限
と
責
任
の

委
譲
、
②
壁
を
取
り
払
う
こ
と
、
に

注
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に

は
構
造
改
革
だ
け
で
な
く
意
識
改
革

も
重
要
と
な
り
ま
す
。
大
学
の
基
本

方
針
と
い
う
大
枠
の
中
で
、
皆
さ
ん

は
伸
び
伸
び
と
自
主
性
を
発
揮
し
つ

つ
、
さ
ら
に
お
互
い
を
尊
重
し
て
、

新
し
い「
ト
ー
タ
ル
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」の

実
現
に
教
育
・
研
究
・
診
療
・
事
務

な
ど
全
て
の
力
を
結
集
し
ま
し
ょ
う
。

　

構
造
改
革
の
具
体
例
は
、
医
学
部

附
属
病
院
と
歯
学
部
附
属
病
院
の
一

体
化
で
す
。
こ
れ
に
留
ま
ら
ず
、
部

局
か
ら
各
セ
ク
シ
ョ
ン
に
至
る
ま
で

相
互
の
連
携
、
国
内
外
、
特
に
近
隣

の
大
学
や
病
院
、
診
療
所
と
の
交
流

を
進
め
ま
す
。　

　

そ
し
て
、
全
員
参
加
で
改
革
に
取

り
組
め
る
よ
う
、
継
続
勤
務
が
可
能

と
な
る
多
様
な
勤
務
体
制
の
確
保
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
を
推
進
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

職
種
、
学
歴
、
男
女
、
年
齢
を
問

わ
ず
構
成
員
一
人
ひ
と
り
が
新
し
い

「
ト
ー
タ
ル
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」の
形
を

社
会
に
提
示
で
き
る
よ
う
新
体
制
に

ご
参
画
く
だ
さ
い
。

力を合わせて地球・人類の
「トータル・ヘルスケア」の実現へ

田中雄二郎次期学長からのメッセージ

＊病院一体化に関する具体的な内容は検討中です。随時お知らせしますので続報をお待ちください。

＊
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M&Dデータ科学センターが
オープン

医学とデータサイエンスに精通した
「スーパーメディカルサイエンティスト」を養成

東京医科歯科大学は、2020年4月、医療分野のデータサイエンティスト養成を目的とした
研究拠点「M&Dデータ科学センター」をオープンする。

医学とデータサイエンスの融合でどのような医療を実現しようとしているのか、
宮野悟センター長に聞いた。

Ｔ
Ｍ
Ｄ
Ｕ
の
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に

デ
ー
タ
科
学
と
い
う“
目
”を
入
れ
る

　

膨
大
か
つ
複
雑
な
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
活
用
し
てSociety5.0

時
代
の

先
制
医
療
を
担
う
人
材
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
人
材
育
成
の
た
め
、
東
京

医
科
歯
科
大
学
は「
Ｍ
＆
Ｄ
デ
ー
タ
科

学
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
。

　

セ
ン
タ
ー
長
に
は
、
東
京
大
学
医
科

学
研
究
所
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
解
析
セ
ン
タ
ー

教
授
な
ど
を
歴
任
し
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
が
ん
ゲ
ノ
ム
解
析

の
第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
る
宮
野
悟

氏
が
就
任
す
る
。

　

Ｍ
＆
Ｄ
デ
ー
タ
科
学
セ
ン
タ
ー
は
、

「
Ｍ
＆
Ｄ
デ
ー
タ
科
学
基
盤
系
」「
Ｍ
＆

Ｄ
デ
ー
タ
科
学
実
践
系
」「
Ｍ
＆
Ｄ
デ
ー

タ
科
学
ア
ウ
ト
カ
ム
系
」と
い
う
３
つ

の
領
域
と
７
つ
の
部
門
で
構
成
。
新
規

採
用
の
10
名
を
含
む
29
名
の
教
員
に

は
、
メ
デ
ィ
カ
ル
デ
ー
タ
科
学
の
基
礎

と
な
る
情
報
科
学
、
統
計
科
学
、
計
算

科
学
、
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｉ（
倫
理
的
・
法
的
・

社
会
的
課
題
）な
ど
の
研
究
者
も
含
ま

れ
て
い
る
。

　

宮
野
セ
ン
タ
ー
長
は
、
東
京
医
科
歯

科
大
学
で
デ
ー
タ
科
学
拠
点
を
設
置
す

る
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
東
京
医
科
歯
科
大
学
は
、
医
学
と

歯
学
に
特
化
し
た
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
教
育
研
究
機
関
で
あ
り
、
大
学
病
院

や
疾
患
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に

は
す
で
に
膨
大
な
臨
床
デ
ー
タ
や
生
体

試
料
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に

“
デ
ー
タ
科
学
”と
い
う“
目
”を
入
れ
る

こ
と
で
、
医
学
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

に
精
通
し
た“
ス
ー
パ
ー
メ
デ
ィ
カ
ル

サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
”を
育
成
す
る
の

で
す
。
い
ず
れ
は
学
外
と
も
連
携
し
て
、

日
本
に
お
け
る
メ
デ
ィ
カ
ル
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
の
モ
デ
ル
に
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
」

膨
大
か
つ
多
種
多
様
な

医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
特
殊
性

　

こ
の
よ
う
な
セ
ン
タ
ー
が
必
要
と
さ

れ
る
背
景
に
は
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
の
情
報
量
の
多
さ
と
特
殊
性

が
あ
る
。
さ
ら
に
世
界
的
な
動
向
も
見

据
え
た
上
で
、
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て

い
く
。

特集 2
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 特集 2

M&Dデータ科学センターがオープン

　
「
メ
デ
ィ
カ
ル
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
デ
ー

タ
量
は
他
産
業
に
比
べ
て
膨
大
で
あ
る

こ
と
に
加
え
て
、
電
子
カ
ル
テ
情
報
や

生
活
習
慣
情
報
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
ラ
イ

フ
ロ
グ
な
ど
、
多
種
多
様
な
要
因
が
複

雑
か
つ
相
互
に
作
用
し
て
い
る
と
い
う

難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
配
慮

す
べ
き
個
人
情
報
で
あ
る
と
い
う
点
で

も
、
管
理
体
制
の
整
備
や
デ
ー
タ
を
扱

う
人
に
対
す
る
教
育
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
膨
大
な
情
報

量
を
人
間
が
解
析
す
る
こ
と
は
も
は
や

不
可
能
で
す
」

　

将
来
の
医
療
に
は
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
解

析
を
行
う
な
ど
、
医
学
を
理
解
す
る

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
養
成
が

必
須
と
な
っ
て
い
る
。

次
世
代
医
療
の
担
い
手
を
育
成

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
で
は
、
こ
れ
ま

で
に
も
先
制
医
療
学
コ
ー
ス
や
先
制
医

歯
理
工
学
コ
ー
ス
と
い
っ
た
大
学
院
改

組
を
行
い
、
デ
ー
タ
関
連
人
材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
医
療
・
創
薬
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
形
成
な
ど
、

段
階
的
に
メ
デ
ィ
カ
ル
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
き
た
背
景
が
あ
る
。

　

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
は
、な
る
べ
く

早
い
段
階
で
デ
ー
タ
科
学
の
ベ
ー
ス
か

ら
学
べ
る
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
「
ス
ー
パ
ー
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
ス
ト
に
な
る
な
ら
、大
学
院
に
入
っ

て
か
ら
で
は
な
く
、
思
考
が
柔
軟
な
18

歳
か
ら
学
ん
で
ほ
し
い
。
そ
れ
ま
で
は
、

Ｍ
＆
Ｄ
デ
ー
タ
科
学
セ
ン
タ
ー
に
集

ま
っ
た
各
分
野
の
研
究
者
た
ち
が
現

実
の
問
題
を
整
理
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
生
か
し

た
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
」

　

こ
う
し
て
各
分
野
が
有
機
的
に
つ
な

が
る
こ
と
で
、Society5.0

時
代
の

医
歯
学
研
究
・
医
療
・
教
育
を
牽
引
す

る
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
宮
野
セ
ン
タ
ー
長
は
次
世
代
の

人
材
育
成
も
重
要
だ
と
語
る
。

　
「
こ
れ
か
ら
は
Ｍ
＆
Ｄ
デ
ー
タ
科
学

セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、未
来
の
医

療
を
担
う
人
材
を
育
成
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」

M&Dデータ科学センター

宮野 悟センター長
1979年九州大学大学院理学研究科数学専攻修了。1984年博士号（理学）取得。東京大学医科学研究所ヒト
ゲノム解析センター教授を経て、2019年東京医科歯科大学特命教授に就任。2020年4月よりM&Dデータ科
学センター長に就任。専門分野はシステム生物学、バイオインフォマティクス（生命情報学）、がんゲノミクス。

実習環境の提供

高精度・多元医療データ

生体多元データ

医療現場の要求

技術支援

教育マテリアルの提供

アントレプレナー

社会実装

M&Dデータ科学センター
～３つの領域と７つの部門で構成されるデータサイエンスの研究・教育拠点として誕生～

データ科学
アウトカム系

データ科学
実践系

データ科学
基盤系

インテリジェント
ホスピタル部門

データ科学
戦略開発部門

生体多元情報
研究部門

AI・ビッグデータ
研究部門

データ科学アルゴリズム
設計・解析部門

メディカル統計数理
研究部門 データ科学 ELSI 研究部門

教育組織
（学部など）

産業界

～産学共創教育～
インターンシップ
共同研究

データ
シェアリング

TMDU
ビッグデータ

研究課題 研究成果、教育マテリアルの提供

社会実装・開発支援研究支援・基盤構築



13 Bloom!  医科歯科大　No.28 12Bloom!  医科歯科大　No.28

Ｔ
Ｍ
Ｄ
Ｕ
の
強
み
を
強
化
し

海
外
や
企
業
と
も
連
携

　

２
０
０
３
年
の
ヒ
ト
全
ゲ
ノ
ム
解
析

を
契
機
に
、
分
子
生
物
学
分
野
の
技
術

革
新
の
ス
ピ
ー
ド
は
一
気
に
加
速
し

た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
医
療
の
形
も
大
き

く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
は
、
そ
の
先
に

あ
る「
未
来
医
療
」の
実
現
を
目
指
し

て
、
２
０
１
８
年
12
月
、
統
合
研
究
機

構
先
端
医
歯
工
学
創
成
研
究
部
門
に

「
未
来
医
療
開
発
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」を

設
置
し
た
。
こ
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、

２
０
１
７
年
に
設
置
さ
れ
た「
創
生
医

学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」に
続
く
ラ
イ
フ

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
想
の
第
２
弾
と
し

て
企
画
さ
れ
た
。
２
０
２
０
年
４
月
に

オ
ー
プ
ン
す
る
Ｍ
＆
Ｄ
デ
ー
タ
科
学
セ

ン
タ
ー
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
面
か

ら
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
。

　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
体
制
に
つ
い
て
、

田
中
敏
博
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
長
は
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
医
療
系
総
合
大
学
の
強
み
を
生
か

が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
や
ゲ
ノ
ム

編
集
技
術
な
ど
、
分
子
生

物
学
領
域
の
技
術
が
著
し
く
進
歩

す
る
中
で
、
こ
れ
ら
の
先
端
技
術

を
ど
の
よ
う
に
応
用
に
つ
な
げ
て

い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

東
京
医
科
歯
科
大
学
で
は
、
バ
イ

オ
バ
ン
ク
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
ゲ
ノ
ム
医
療
・
Ａ
Ｉ
シ
ス

テ
ム
等
の
開
発
お
よ
び
社
会
実
装

を
目
指
し
た「
未
来
医
療
開
発
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」を
設
置
。
臨
床
・

基
礎
両
面
に
お
け
る
強
み
を
生
か

し
、〝
オ
ー
ル
医
科
歯
科
〟体
制
で

「
未
来
医
療
」の
実
現
に
向
け
て
始

動
し
た
。

し
な
が
ら
、
産
学
官
の
連
携
拠
点
と
し

て
機
能
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
世

界
の
ト
ッ
プ
研
究
者
を
招
へ
い
す
る
な

ど
海
外
の
大
学
や
研
究
者
同
士
の
連
携

と
交
流
を
強
め
て
い
く
ほ
か
、
企
業
と

の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
、
政
府
機
関
や
省
庁

と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど
、
学
外
と
の
関

係
構
築
に
も
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
」

未
来
医
療
を
実
現
す
る
た
め
の

３
拠
点　

ユ
ニ
ッ
ト
で
構
成

　

未
来
医
療
開
発
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、

「
基
礎
研
究
拠
点
」と「
応
用
研
究
拠

点
」、
そ
れ
ら
を
結
ぶ「
情
報
統
合
コ
ア

ユ
ニ
ッ
ト
」と
い
う
3
拠
点
で
構
成
さ

れ
る
。

　
「
基
礎
研
究
拠
点
」は
、
未
知
の
ゲ
ノ

ム
機
能
探
索
や
ク
ラ
イ
オ
電
子
顕
微
鏡

を
用
い
た
細
胞
構
造
解
析
、
ゲ
ノ
ム
編

集
、核
酸
医
薬
、ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
医
薬
と
い
っ

た
領
域
で
、
新
た
な
知
見
と
技
術
の
創

出
を
目
指
す
。

　

こ
の
拠
点
の「
革
新
診
療
技
術
開
発

ユ
ニ
ッ
ト
」で
は
、
近
年
注
目
度
の
高

い
核
酸
医
薬
の
中
で
も
、
遺
伝
子
発
現

制
御
に
対
す
る
有
効
性
が
高
く
、
副
作

未
来
医
療
開
発
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

田
中
敏
博
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
長

特集 ３

14

“オール医科歯科”体制で
「未来医療」を拓く

未来医療開発
コンソーシアム
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 特集 3

未来医療開発コンソーシアム

用
軽
減
が
期
待
で
き
る
ヘ
テ
ロ
２
本
鎖

核
酸
技
術
を
研
究
。
難
治
性
疾
患
の
治

療
を
は
じ
め
、
加
齢
変
化
に
対
す
る
先

制
医
療
に
展
開
し
て
い
く
考
え
だ
。

　
「
応
用
研
究
拠
点
」は
、
東
京
医
科
歯

科
大
学
の
強
み
で
あ
る
、
難
病
、
が
ん
、

生
活
習
慣
病
の
治
療
法
開
発
を
行
う
。

具
体
的
な
疾
患
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、

基
礎
研
究
か
ら
各
種
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、

そ
れ
ら
を
解
析
す
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
ま
で
を
統
合
し
、
臨
床
応
用
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

７
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
１
つ
で
あ
る「
免

疫
異
常
症
ユ
ニ
ッ
ト
」で
は
、
関
節
リ

ウ
マ
チ
や
免
疫
不
全
症
、
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
な
ど
の
免
疫
疾
患
に
関
し
て
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
や
疾
患
モ
デ
ル
を

確
立
す
る
こ
と
で
、
病
因
・
病
態
を
解

明
。
個
別
化
ゲ
ノ
ム
医
療
の
実
現
ま
で

視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　

基
礎
と
応
用
の
２
つ
の
拠
点
の
橋
渡

し
を
す
る「
情
報
統
合
コ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
」

は
、「
Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル
実
現
ユ
ニ
ッ
ト
」

「
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
実
現
ユ
ニ
ッ

ト
」「
基
盤（
バ
イ
オ
情
報
バ
ン
ク
）ユ

ニ
ッ
ト
」か
ら
な
り
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

解
析
技
術
、
高
品
質
な
生
体
試
料
・
臨

床
情
報
の
管
理
提
供
、
さ
ら
に
生
命
倫

理
学
的
側
面
か
ら
、
各
拠
点
の
研
究
ユ

ニ
ッ
ト
を
支
援
し
て
い
く
。

キックオフシンポを開催
学内外に活動をアピール

　2019年12月９日には、「未来医療開発コ
ンソーシアムキックオフシンポジウム『未来
医療を拓く』」を開催。コンソーシアムについ
ての説明やユニットの研究内容を紹介する講
演のほか、中村祐輔特命教授が「人工知能
で医療はどう変わるのか？」と題した特別講演
を行い、未来医療の一翼を担うオーダーメイ
ド医療やAIホスピタル構想について話した。
　会場となったM&Dタワー鈴木章夫記念講
堂には学内外から多数の聴衆が来場し、こ
の取り組みへの関心の高さがうかがえた。
　「『未来医療』の開発というテーマを掲げる
このコンソーシアムは、東京医科歯科大学で
培われた様々な先端技術を社会実装する
ことを最終目標としています。コンソーシア
ムに関わる学内外のメンバーがそれぞれの
得意分野を生かして役割分担しつつ、連携
を強めながら目標に向かって進めていきたい
と考えています」
　田中コンソーシアム長がそう話すように、
このコンソーシアムが進む中で、未知の「未
来医療」が形作られていくことになる。

応用研究拠点基礎研究拠点

情報統合コアユニット
ゲ
ノ
ム
機
能
探
索

先
端
ゲ
ノ
ム
編
集

ゲ
ノ
ム
機
能
制
御

難  

病

が  

ん

生
活
習
慣
病

省
庁
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

企
業
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

●ネオゲノム研究開発ユニット
レトロトランスポゾン遺伝子の
探索と機能解析

●細胞構造生理ユニット
クライオ電子顕微鏡による
構造・機能の解明

●難治性腸疾患ユニット
クローン病のOmics病因解析

●免疫異常症ユニット
疾患抵抗性遺伝子の探索

●顎顔面発達異常症ユニット
矯正歯科大規模画像DBによる
疾患解析

●希少腫瘍ユニット
●先端がん治療実現ユニット
希少腫瘍の高品質臨床DB構築
と病因解析

●難治性循環器疾患ユニット
心房細動・虚血性心疾患等の
予測・治療法開発

●長寿健康社会実現ユニット
健常人ゲノムDBに基づく
2型糖尿病リスク遺伝子等の
健康管理ゲノム情報構築

●ゲノムテクノロジー
開発ユニット
独自のPITChシステムを
基盤とした高効率ゲノム
編集技術開発

●革新診療技術開発ユニット
ヘテロ核酸・mRNAナノミセル
によるゲノム機能制御・医薬品開発

AIホスピタル
実現ユニット
病院臨床データの
統合管理による

AIホスピタルシステムの開発

インフォマティクス
実現ユニット
ゲノム・臨床情報
統合数理解析による
疾患関連因子探索

基盤
(バイオ情報バンク)
ユニット

高品質バイオバンク
の運営および
ネットワーク構築

TMDU
「未来医療開発」
 コンソーシアム
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胞
表
面
に
存
在
す
る「
膜
タ

ン
パ
ク
質
」は
、
細
胞
の
中

に
物
質
を
運
ん
だ
り
、
シ
グ
ナ
ル
伝

達
を
制
御
し
た
り
す
る
。
生
命
に

と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
存
在

で
、近
年
膜
タ
ン
パ
ク
質
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
薬
が
数
多
く
開
発
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
胃
潰
瘍
薬
の
Ｈ
２

ブ
ロ
ッ
カ
ー
は
、
ヒ
ス
タ
ミ
ン
受
容

体
と
い
う
膜
タ
ン
パ
ク
質
に
結
合
し

て
胃
酸
の
分
泌
を
抑
え
る
薬
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
薬
は
、膜
タ
ン
パ
ク
質

の
形
と
し
っ
か
り
結
合
す
る
形
で
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
こ
で
、
欧
米

の
製
薬
企
業
で
は
２
０
０
０
年
頃
か

ら「
構
造
に
指
南
さ
れ
た
創
薬
戦
略

（SG
D

D
 

：Structure-guided 
drug developm

ent
）」を
推
進
。

膜
タ
ン
パ
ク
質
の
立
体
構
造
を
解
析

し
、
最
適
な
化
合
物
を
設
計
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
戦
略
を
可
能
に
し
た

の
が
、
１
９
８
０
年
代
か
ら
世
界
で

研
究
さ
れ
て
き
た
生
体
分
子
の
立
体

構
造
を
解
く
電
子
顕
微
鏡
の
開
発

だ
っ
た
。

　

日
本
で
は
、
藤
吉
好
則
特
別
栄
誉

教
授
が
生
体
分
子
を
液
体
ヘ
リ
ウ
ム

温
度（
約
マ
イ
ナ
ス
２
７
０
℃
）で
測

定
で
き
る
ス
テ
ー
ジ（
試
料
を
載
せ

る
台
）を
開
発
。
１
９
８
６
年
、
日

本
電
子
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、
生

体
分
子
の
立
体
構
造
を
高
分
解
能
で

解
析
す
る
ク
ラ
イ
オ
電
子
顕
微
鏡
の

初
号
機
を
完
成
さ
せ
た
。

　

そ
の
根
底
に
あ
っ
た
の
は
、
藤
吉

特
別
栄
誉
教
授
の
研
究
に
対
す
る
ひ

た
む
き
な
思
い
だ
っ
た
。

　
「
も
と
も
と
は
人
の
性
格
や
能
力

が
ど
の
よ
う
に
形
作
ら
れ
て
い
る
の

か
を
知
り
た
い
と
い
う
興
味
で
し
た
。

そ
こ
か
ら
脳
や
神
経
系
の
機
能
を

『
全
て
分
子
レ
ベ
ル
で
理
解
す
る
』と

い
う
研
究
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
し
た
」

Ａ
Ｑ
Ｐ
１
の
立
体
構
造
を

ク
ラ
イ
オ
電
子
顕
微
鏡
で
解
析

　

細
胞
表
面
に
は
必
要
に
応
じ
て
細

胞
内
に
水
を
透
過
さ
せ
る
、
水
チ
ャ

ネ
ル
と
呼
ば
れ
る
膜
タ
ン
パ
ク
質「
ア

ク
ア
ポ
リ
ン（
Ａ
Ｑ
Ｐ
）」が
存
在
す
る
。

進化するクライオ電子顕微鏡で
これからの創薬研究が加速する

高等研究院  卓越研究部門  藤吉好則特別栄誉教授

R e s e a r c h  W o r k e r  Number 33

 医 療 研 究 ★ 最 前 線

未 来 医 療 を 拓 く

藤
吉
特
別
栄
誉
教
授
は
、
ク
ラ
イ
オ

電
子
顕
微
鏡
を
使
っ
て
、
ヒ
ト
由
来

の
膜
タ
ン
パ
ク
質
と
し
て
世
界
で
初

め
て
、
腎
臓
な
ど
で
発
現
す
る
Ａ
Ｑ

Ｐ
１
の
立
体
構
造
解
析
に
成
功
し
た
。

　

膜
タ
ン
パ
ク
質
の
働
き
に
は
、
細

胞
に
物
質
が
入
り
込
む
の
を
防
ぐ

“
タ
イ
ト
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
”と
い
う

機
構
も
あ
る
。
藤
吉
特
別
栄
誉
教
授

は
こ
の
機
構
を
作
る
膜
タ
ン
パ
ク
質

ク
ロ
ー
デ
ィ
ン
の
構
造
解
析
で
も
世

界
の
先
頭
を
走
っ
て
い
る
。

　
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
薬
が
多

数
開
発
さ
れ
て
も
効
果
が
出
な
い
の

は
、
タ
イ
ト
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
よ

り
脳
内
に
薬
が
入
ら
な
い
た
め
で

す
。
ク
ロ
ー
デ
ィ
ン
を
制
御
で
き
れ

電子線結晶学で解析したAQP1の構造

細
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ば
、
一
瞬
だ
け
薬
を
通
せ
る
よ
う
に

な
る
。
同
じ
仕
組
み
で
、
注
射
を
せ

ず
に
皮
膚
か
ら
薬
を
吸
収
さ
せ
る
な

ど
、
ド
ラ
ッ
グ
デ
リ
バ
リ
ー
シ
ス
テ

ム
が
大
き
く
変
わ
る
で
し
ょ
う
」

次
世
代
の
創
薬
戦
略
と
な
り
う
る

ド
ラ
ッ
グ
レ
ス
キ
ュ
ー
イ
ン
グ

　

こ
れ
ま
で
は
、
市
販
薬
の
約
半
数

が
膜
タ
ン
パ
ク
質
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
て
い
る
Ｓ
Ｇ
Ｄ
Ｄ
が
主
流
と
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
成
功
確
率

は
３
万
分
の
１
と
極
め
て
低
い
。

　

藤
吉
特
別
栄
誉
教
授
は
、
次
世
代

の
創
薬
戦
略
と
し
て
、
候
補
化
合
物

の
中
で
も
、
動
物
実
験
で
う
ま
く
い

か
な
か
っ
た
り
、
副
作
用
が
出
て
し

ま
っ
た
り
し
て
廃
棄
対
象
に
な
っ
た

化
合
物
を
再
設
計
す
る
ド
ラ
ッ
グ

レ
ス
キ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
提
唱
。

　
「
化
合
物
と
標
的
分
子
を
結
合
状

態
で
構
造
解
析
す
る
こ
と
で
、
薬
理

作
用
に
必
要
な
部
分
な
ど
相
互
作
用

が
明
ら
か
に
な
り
、
最
適
な
薬
を
設

計
で
き
ま
す
。
同
時
に
薬
理
作
用
に

関
係
な
い
部
分
も
わ
か
る
の
で
、
そ

こ
に
副
作
用
を
軽
減
す
る
化
合
物
を

結
合
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
す
」

遠
隔
操
作
が
可
能
な

第
８
世
代
を
開
発
中

　

将
来
に
向
け
て
、
ク
ラ
イ
オ
電
子

顕
微
鏡
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
も
進

行
中
だ
。
間
も
な
く
完
成
す
る
第
8

世
代
に
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
。
１
台
数
億
円
も
す
る

ク
ラ
イ
オ
電
子
顕
微
鏡
は
維
持
管
理

も
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ハ
ブ

セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
リ
モ
ー
ト
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
に
す
れ
ば
、
多
く
の
研

究
者
が
自
分
の
研
究
室
の
近
く
で
使

え
る
よ
う
に
な
る
。

　
「
今
ま
で
理
学
の
世
界
に
い
た
私

に
と
っ
て
は
、
臨
床
現
場
に
近
い
と

こ
ろ
で
研
究
で
き
る
こ
の
環
境
は
大

変
あ
り
が
た
い
も
の
で
す
。
学
内
の

様
々
な
医
学
分
野
の
先
生
方
と
の
共

同
研
究
が
進
む
こ
と
に
も
期
待
し
て

い
ま
す
」

ふじよし・よしのり 
1971年名古屋大学理学部化学科卒
業。1976年京都大学大学院理学研
究科修士課程修了。1982年博士号
取得（理学）。京都大学化学研究所、
蛋白工学研究所、松下電器・国際研
究所等を経て、1996年より京都大学
大学院理学研究科教授。2017年より
株 式 会 社CeSPIA取 締 役。2019年4
月より現職。研究分野は細胞構造生
理学。クライオ電子顕微鏡の開発な
どの業績により、2019年日本学士院
会員（第2部第7分科）に選出された。

クライオ電子顕微鏡のブレイクスルーとなった、液体ヘリウム温度で観察できるステージ



17 Bloom!  医科歯科大　No.28 16Bloom!  医科歯科大　No.28

東
京
医
科
歯
科
大
学
医
学
部
附

属
病
院
に
、
２
０
１
９
年
11

月
、
先
端
近
視
セ
ン
タ
ー
が
本
格
稼

働
し
た
。
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
し
た

の
は
、
強
度
近
視
や
病
的
近
視
な
ど

近
視
治
療
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て

知
ら
れ
る
眼
科
の
大
野
京
子
教
授
だ
。

　

近
視
は
メ
ガ
ネ
を
か
け
る
こ
と
で

矯
正
で
き
る
が
、
強
度
の
近
視
は
メ

ガ
ネ
で
の
矯
正
が
難
し
く
、
緑
内
障

進行すれば失明の恐れもある病的近視を専門に、近視治

療に取り組む大野京子教授。膨大な画像やカルテと向き

合い、診療を通して成長してきたと語る。

診療は発見と驚きの連続。
　今も毎週100人のカルテを見ています

在外研究員としてジョンズ・
ホプキンス大学へ

大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
医
歯
学
専
攻

認
知
行
動
医
学
講
座 

眼
科
学
分
野

大
野
京
子

医療にかける思いを聞く 医科歯科人No.003
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や
網
膜
剥
離
な
ど
の
合
併
症
を
生
じ

る
病
的
近
視
に
至
る
こ
と
が
少
な
く

な
い
。
さ
ら
に
症
状
が
進
め
ば
失
明

の
恐
れ
も
あ
り
、
日
本
で
は
失
明
原

因
の
４
位
に
な
っ
て
い
る
。
大
野
教

授
は
近
視
の
リ
ス
ク
を
次
の
よ
う
に

指
摘
す
る
。

　
「
病
的
近
視
で
は
、
眼
球
の
長
さ

（
眼
軸
長
）が
伸
び
た
り
変
形
し
た
り

す
る
こ
と
で
、
視
神
経
や
黄
斑
部
網

膜
に
様
々
な
眼
疾
患
を
発
症
し
ま

す
。
軽
度
の
近
視
で
も
緑
内
障
の
リ

ス
ク
は
３
倍
に
な
り
ま
す
。
先
端
近

視
セ
ン
タ
ー
で
は
、
強
度
近
視
に
伴

う
眼
合
併
症
の
治
療
の
ほ
か
、
小
児

や
軽
中
度
の
近
視
を
進
行
さ
せ
な
い

た
め
の
予
防
的
治
療
や
指
導
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
」

眼
の
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ

全
画
像
の
観
察
を
日
課
に

　

大
野
教
授
は
、
眼
科
医
師
と
し
て

医
療
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
り
、
次

第
に
眼
球
と
い
う
臓
器
の
美
し
さ
に

魅
了
さ
れ
た
と
い
う
。

　
「
眼
底
を
覗
く
と
直
接
血
管
を
診

察
で
き
ま
す
。
そ
ん
な
世
界
を
眺
め

る
の
が
大
好
き
で
し
た
。
例
え
ば
、

新
人
の
頃
は
、
五
十
音
順
に
全
て
の

患
者
さ
ん
の
カ
ル
テ
を
読
み
込
ん
だ

り
、
撮
影
さ
れ
た
眼
底
写
真
に
目
を

通
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
診
察
が

終
わ
っ
た
後
に
居
残
っ
て
カ
ル
テ
や

眼
底
写
真
を
見
る
時
間
は
、
至
福
の

ひ
と
と
き
で
し
た
」

　

眼
は
美
し
い
だ
け
で
は
な
い
。
視

力
は
、
健
や
か
な
生
活
を
送
る
上
で

も
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な

機
能
だ
。
大
野
教
授
は
、
心
に
残
る

患
者
の
手
術
を
振
り
返
る
。

　
「
そ
の
患
者
さ
ん
は
、
が
ん
で
闘

病
中
に
、
眼
の
中
に
カ
ビ
が
生
え
る

病
気
を
発
症
し
て
失
明
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
闘
病
す
る
気

持
ち
も
弱
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

眼
の
手
術
を
し
た
と
こ
ろ
、
奇
跡
的

に
再
び
視
力
を
回
復
す
る
ま
で
に
治

癒
し
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
は
涙
を
流

し
て
喜
び
、
が
ん
治
療
へ
の
意
欲
を

取
り
戻
し
て
く
れ
ま
し
た
」

教
科
書
に
書
か
れ
た
こ
と
も

自
分
で
見
る
ま
で
信
じ
な
い

　

大
野
教
授
の
診
療
の
ポ
リ
シ
ー
は
、

教
科
書
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
や
著

名
な
先
生
の
話
で
あ
っ
て
も
、
自
分

の
目
で
見
る
ま
で
信
じ
な
い
こ
と
。

診
療
を
通
し
て
目
の
前
の
患
者
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
重
要
だ
と
強
調
す
る
。

　
「
現
在
も
毎
週
、
強
度
近
視
外
来

に
来
る
１
０
０
人
の
患
者
さ
ん
の
カ

ル
テ
は
、
全
て
見
て
い
ま
す
。
診
察

を
き
っ
か
け
に
、
病
態
解
明
に
つ
な

が
る
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ

り
、
発
見
と
驚
き
の
連
続
で
す
」

　

大
野
教
授
は
、
臨
床
と
並
行
し
て

治
療
困
難
と
さ
れ
て
き
た
病
的
近
視

の
治
療
法
確
立
に
向
け
た
研
究
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。
変
形
し
た
眼
球

後
方
を
固
め
て
変
形
し
に
く
く
し
た

り
、
患
者
さ
ん
自
身
の
細
胞
を
培
養

し
て
眼
球
に
貼
り
付
け
た
り
す
る
研

究
だ
。
病
的
近
視
の
早
期
診
断
、
早

期
治
療
の
確
立
に
期
待
が
高
ま
っ
て

い
る
。

おおの・きょうこ 
1987年横浜市立大学医学部医学科卒業。医学博士。1990年に東京医科歯科大学
眼科医員となり、米国ジョンズ・ホプキンス大学留学などを経て2014年より現職。
専門は、近視、眼底疾患、黄斑疾患。2016年に日本近視学会を立ち上げ、近視
疾患診療のガイドラインの作成や、病的近視の研究・啓発活動などに取り組む。
2019年5月に設立された先端近視センターのセンター長も務める。

大学院医歯学総合研究科医歯学専攻
認知行動医学講座  眼科学分野

大野京子教授

I K A S H I K A - J I N  Number 003
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口腔外科外来は、顎口腔外科
学分野と顎顔面外科学分野

が担当する外来で、口腔顎顔面
領域の様々な疾患に対する外科
的治療を行う。
　口腔がんなどを対象とした顎口
腔外科学分野の治療では、術後
の生活まで配慮して手術を行う。
手術によってがんを切除すること
はもちろん、食べる、話すといっ
た口腔機能をできるだけ温存する
ことを目指している。
　顎顔面外科学分野は、顎変形

歯学部附属病院
口 腔 外 科 外 来

口 腔 顎 顔 面 領 域 の 外 科 治 療を通して 全 人 的 医 療を実 践

症や口唇口蓋裂をはじめ、顎関節
や骨に関連する疾患を治療する。
顎の骨を切って大きく動かす手術
では、3DCTで撮影した画像から
3Dプリンターで歯列模型やサージ
カルガイドを成形するなど、最新
のデジタル技術の導入も進めてい
る。
　診療科長の依田哲也教授（顎顔
面外科学分野）は、口腔外科外来
につ いて「日本トップレベルの技
術と症例数を持つ診療科です」と
語る。今後の重点課題として医学

部附属病院との連携を挙げた。
　「口腔外科の領域は医学部の頭
頸部外科や耳鼻咽喉科の領域と
も近く、治療においては放射線科
や腫瘍センター、緩和ケア科とも
密接に関わる必要があります。他
科との連携を進めることで、全人
的医療を実践していくことを目指
しています」
　口腔顎顔面領域の外科治療を
通して、機能の回復だけでなく、
精神的な健康に貢献する医療に
つなげることを目指している。

 顎顔面外科学分野の
依田哲也科長。「受け口
などの手術後、前向きな
気持ちになれたという患
者さんが多数います。私
たちは噛むという機能的
なことだけでなく、精神
的な健康につながる医療
を実践しています」

 顎口腔外科学分野の
津島文彦先生。「食べるこ
とや 話 すことはQOL（生
活の質）に大きく関わる
ので、口腔機能を大切に
した治療をしています」

 3DCTデータでモデリングし、3D
プリンターで成形した骨モデル。

 口腔外科外来でもっとも多いのは、外科的治療を必要とする埋伏した親知らず
の抜歯。全身麻酔での治療は年間1200件に上る。

 局所麻酔での治療が
可能な外来診察室。 初
診は完全予約制。

附属病院
訪問
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臨
床
検
査
技
師
は
、
最
先
端
の

技
術
を
駆
使
し
て
各
種
検
査
を
行

う
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
。
医
学
部
附

属
病
院
検
査
部
で
臨
床
検
査
技
師

長
を
務
め
る
市
村
直
也
さ
ん
は
、

自
身
の
取
り
組
み
を
語
る
。

　
「
臨
床
検
査
技
師
と
し
て
仕
事
を

す
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
よ
り
も
さ

ら
に
検
査
機
器
の
自
動

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

検
査
技
術
が
高
度
化
、

複
雑
化
す
る
中
で
、
メ

ン
バ
ー
間
の
連
携
や
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性

を
知
り
ま
し
た
」

　

保
健
衛
生
学
科
在

学
中
に
学
ん
だ
発
生
生

物
学
に
興
味
を
持
ち
、
基
礎
研
究

の
道
に
進
む
こ
と
も
考
え
た
。
し

か
し
、
ひ
と
つ
の
こ
と
を
究
め
る

研
究
よ
り
、
対
応
領
域
の
広
い
臨

床
検
査
の
世
界
を
選
ん
だ
。

　
「
臨
床
検
査
技
師
に
な
っ
て
か
ら

は
、Ｉ
Ｔ
や
メ
カ
ニ
カ
ル
の
知
識
に

長
け
た
上
司
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
び
、
自
分
で
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
全

体
を
統
合
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
を

知
る
こ
と
で
、
別
の
視
点
で
臨
床

検
査
の
問
題
を
と
ら
え
ら
れ
ま
す
」

　

チ
ー
ム
医
療
や
検
査
環
境
の
改

善
な
ど
、
臨
床
検
査
技
師
長
と
し

て
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
山
ほ
ど

あ
る
が
、「
毎
日
が
す
ご
く
楽
し
い
」

と
ほ
ほ
え
む
。そ
の
理
由

は
、
学
生
時
代
か
ら
親

し
む
登
山
に
も
通
じ
る
。

　
「
学
生
時
代
は
山
頂

に
立
つ
こ
と
が
目
的
で

し
た
が
、
今
は
山
頂
ま

で
の
紆
余
曲
折
が
あ
る

か
ら
こ
そ
達
成
感
が
あ

る
の
だ
と
気
づ
き
ま
し

た
。
仕
事
で
も
、
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ

ラ
ー
を
繰
り
返
し
て
、
た
く
さ
ん

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
結
果

に
つ
な
が
る
の
で
す
」

　
診
療
科
と
の
共
同
研
究
を
ス
タ
ー

ト
す
る
な
ど
、多
職
種
連
携
に
も
積

極
的
に
取
り
組
む
。チ
ー
ム
医
療
の

一
員
と
し
て
、
さ
ら
に
存
在
感
を
発

揮
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

卒業生の今
活躍する医科歯科人

検査を究めるのではなく
マネジメントで貢献したい

東京医科歯科大学医学部附属病院検査部
臨床検査技師長

市村直也氏
Naoya Ichimura

いちむら・なおや
2004年東京医科歯科大学医学部保健衛生学科卒業。 臨床検査技師。
2 0 1 8年同大学院保健衛生学研究科生体検査科学専攻先端分析検査学
分野博士課程修了。保健学博士取得。大学時代はワンダーフォーゲル部
に所属し、今でも休日には登山を楽しむ。

医学部附属病院検査部  
【基本データ】 

検査内容：生化学検査、血液学検査、免疫学検査、一般検査、緊急検査、遺伝子検査、細菌検査、心電図検査、
　　　　　脳波検査、筋電図検査、呼吸機能検査、腹部エコー検査、心エコー検査、その他の生理機能検査
人員構成：　部長：東田修二、副部長、技師長、副技師長3名、専任医師5名、臨床検査技師53名、看護師1名、事務職員2名
認定資格を有する技師：一級臨床検査士（微生物学）、認定臨床微生物検査技師、感染制御認定微生物検査技師、
　　　　　　　　　　　認定臨床化学者、認定血液検査技師、超音波検査士、関節リウマチ学会登録ソノグラファーなど
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歯
学
部
口
腔
保
健
学
科
口
腔
保
健
工
学

専
攻
２
年
生
の
小
山
菜
水
さ
ん
は
、
歯
科

技
工
士
を
目
指
し
て
東
京
医
科
歯
科
大
学

に
入
学
し
た
。

　
「
１
年
次
の
授
業
で
印
象
深
か
っ
た
の

は
、
デ
ッ
サ
ン
や
彫
刻
の
実
習
を
行
う
造

形
美
術
概
論
実
習
で
す
。
当
時
は
そ
れ
が

何
の
役
に
立
つ
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
２
年
次
に
な
っ
て
専
門
科
目
を
学

ぶ
と
、
歯
の
造
形
や
色
相
を
理
解
す
る
上

で
重
要
な
こ
と
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
」

　

口
腔
保
健
工
学
専
攻
は
１
学
年
が
12
人

と
い
う
少
人
数
専
攻
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に

同
級
生
と
の
つ
な
が
り
が
深
く
、
先
生
と

の
距
離
も
と
て
も
近
い
。

　
「
２
年
次
後
期
の
グ
ロ
ー
バ
ル
口
腔
保

健
工
学
実
習
と
い
う
科
目
で
は
、
学
年
の

全
員
で
台
北
医
学
大
学
を
訪
問
し
て
デ
ジ

タ
ル
技
工
の
現
場
を
見
せ
て
も
ら
い
、
英

語
で
プ
レ
ゼ
ン
し
ま
し
た
。
海
外
に
行
く

こ
と
は
初
め
て
で
し
た
が
、
充
実
し
た
１

週
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

週
末
は
フ
ッ
ト
サ
ル
サ
ー
ク
ル
で
、
仲

Ｃ
Ａ
Ｄ
実
習
や
病
院
実
習
な
ど

３
年
次
か
ら
始
ま
る

実
習
の
準
備
に
注
力

受験勉強のストレスから歯ぎしり
をするようになり、歯科医院でマ
ウスピースを作るときに初めて歯
科技工士の存在を知ったという小
山さん。　

「直接患者さんの口腔内を触った
りしないのにピッタリの技工物を
作れることにすごく驚きました。そ
れまでは漠然と医療従事者を目指
していましたが、ぜひこの分野を
学びたいと思いました」

小山菜水
（こやま・なみ）さん

歯学部
口腔保健学科

口腔保健工学専攻2年

もともと美術や工作は好きだったという小山さんが造形美術概論実習で
描いた自画像（左が写真で右がスケッチ）。

口腔保健工学専攻の実習室。学生一人ひとり
に作業台があり、器具などが整った環境の中で
日々技術の研さんを積む。

間
と
共
に
汗
を
流
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
サ
ー
ク
ル
に
は
、初
心
者
も
多
く
色
々

な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
任
さ
れ
ま
す
。
普
段
は

少
人
数
の
限
ら
れ
た
仲
間
と
過
ご
し
て
い

る
の
で
、
他
科
の
学
生
と
の
交
流
も
楽
し

み
の
一
つ
で
す
。
サ
ー
ク
ル
の
休
憩
時
間
に

は
看
護
学
専
攻
の
学
生
が
私
の
腕
で
心
拍

計
測
の
練
習
を
す
る
な
ど
、
学
ん
で
い
る

内
容
を
お
互
い
に
知
る
こ
と
も
で
き
ま
す
」

　

２
年
次
の
専
門
科
目
は
概
論
中
心
だ

が
、
今
後
３
年
次
に
進
む
と
実
習
の
割
合

が
増
え
て
く
る
。
小
山
さ
ん
は
期
待
に
胸

を
膨
ら
ま
せ
て
準
備
を
し
て
い
る
。

　
「
歯
科
技
工
士
は
、
直
接
患
者
さ
ん
に

会
う
こ
と
は
な
い
で
す
が
、
そ
の
人
が
一

生
使
う
義
歯
や
詰
め
物
を
作
る
素
晴
ら
し

い
仕
事
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
技
術
だ
け

で
な
く
想
像
力
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
の
技
術
も
必
須
な
の
で
、
本
格

的
な
実
習
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
」

　

歯
科
技
工
士
に
な
る
た
め
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
小
山
さ
ん
は
、
そ
の
道
を
仲

間
と
共
に
歩
ん
で
い
く
。

医科歯科
大生No.019

File 自
ら
問
い
、

　
　
自
ら
導
く
学
生
た
ち
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「近代教育発祥の地」碑

東京医科歯科大学の過去から現在までの
トピックス、エピソードをピックアップして紹介します。

［ 13 ］

江
戸
時
代
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
と
湯
島
聖
堂
を
含
む
こ
の
地
に
は
、

「
昌
平
坂
学
問
所
」が
あ
り
ま
し
た
。

明
治
維
新
後
は
文
部
省
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、

日
本
の
近
代
教
育
の
原
点
と
な
る
施
策
が
展
開
さ
れ
た
場
所
で
す
。

１
９
３
０
年
、
こ
の
場
所
に
東
京
医
科
歯
科
大
学
の
前
身
で
あ
る
、

「
東
京
高
等
歯
科
医
学
校
」が
移
転
し
ま
し
た
。

現
在
の〝
世
界
に
冠
た
る
医
療
系
総
合
大
学
院
大
学
〟へ
と

飛
躍
し
て
い
る
こ
と
を
記
念
し
、
お
茶
の
水
橋
正
面
に
あ
る

「
お
茶
の
水
門
」に「
近
代
教
育
発
祥
の
地
」碑
を
設
置
し
ま
し
た
。

大
学
や
附
属
病
院
に
お
越
し
の
際
に
は
是
非
、
見
学
し
て
い
た
だ
き
、

本
学
の
歴
史
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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TOPICS年間行事カレンダー
2019年8月から2020年1月の主な出来事

東京医科歯科大学基金 寄附者芳名録
未来の医療人育成に向けた募金にご支援をいただいた皆様のご芳名を掲載いたします。
今後とも引き続き、東京医科歯科大学へのご寄附・ご支援を、お願いいたします。

8月9月10月11月12月1月

１
日　
２
０
１
９
年
度
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
～
２
日
）

７
日　
中
学
生
医
療
体
験
教
室

７
日　
吉
澤
学
長
が
マ
ヒ
ド
ン
大
学
シ
リ
ラ
ー
ト
病
院
医
学
部
と
の

　
　
　
Ｊ
Ｄ
Ｐ
開
設
に
か
か
る
協
定
書
の
調
印
式
に
出
席

３
日　
「
次
世
代
研
究
者
育
成
ユ
ニ
ッ
ト
第
一
期
生
」研
究
費
授
与
式
お
よ
び

　
　
　
「
次
世
代
研
究
者
育
成
ユ
ニ
ッ
ト
第
二・三
期
生
」採
用
式

３
日　
２
０
１
９
年
度「
学
長
裁
量
経
費 

若
手
研
究
者
研
究
奨
励
賞
」授
与
式

３
日　
記
者
懇
談
会

　
　
　
「
精
神
疾
患
領
域
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
導
入
の
現
状
と
本
学
の
役
割
」

９
日　
東
京
消
防
庁
感
謝
状
贈
呈
式〈
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー 

森
下
幸
治
講
師
〉

10
日　
歯
学
部
登
院
式

19
日　
２
０
１
９
年
度
大
学
院
学
位
記
授
与
式

23
日　
市
民
公
開
講
座「
が
ん
を
考
え
る
」

25
日　
実
験
動
物
慰
霊
祭

２
日　
２
０
１
９
年
度
大
学
公
開
講
座「
健
康
を
考
え
る
」（
〜
11
月
６
日
）

５
日　
台
湾
３
大
学
と
の
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催（
於
：
台
北
医
学
大
学
）

15
日　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
イ
ク
ボ
ス
が
創
る
医
療
界
の
多
様
性
」

18
日　
２
０
１
９
年
度
大
学
院
入
学
式

24
日　
解
剖
体
追
悼
式（
於
：
築
地
本
願
寺
）

29
日　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト（
わ
く
わ
く
保
育
園
）

１
日　
第
14
回
四
大
学
連
合
文
化
講
演
会

６
日　
や
る
気
倍
増
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
伝
達
式

18
日　
駿
河
台
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／
難
治
疾
患
共
同
研
究
拠
点
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
日　
記
者
懇
談
会

　
　
　
「『
Ｍ
＆
Ｄ
デ
ー
タ
科
学
セ
ン
タ
ー
』２
０
２
０
年
４
月
オ
ー
プ
ン
」

９
日　
「
未
来
医
療
開
発
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

19
日　
紺
綬
褒
章
伝
達
式

24
日　
ク
リ
ス
マ
ス
会（
わ
く
わ
く
保
育
園
）

10
日　
本
学
・
順
天
堂
大
学
留
学
生
交
流
会（
お
正
月
の
会
）

11
日　
基
礎
系
教
授
の
会

お正月の会 学位記授与式

記者懇談会

大学公開講座 オープンキャンパス

シンポジウム「イクボスが創る医療界の多様性」 東京消防庁感謝状贈呈式 中学生医療体験教室

●東京医科歯科大学 総務部総務秘書課広報係  
   E-mai l：kouhou.adm@tmd.ac.jp
   TEL：03-5803-5833 　

創立周年事業や広報活動等において、皆様から学生時代
の思い出のお写真や、在学中に使用していた校章（校帽な
ど）をお借りし、広報誌等でご紹介していきたいと考えてお
ります。お手元に思い出の品やご紹介していただけるお写
真などがございましたら、ぜひご連絡ください。なお、掲載
については広報係にご一任ください。皆様からのご連絡を
心よりお待ちしております。 

広報誌で紹介する 〜懐かしい写真等を大募集〜

昭和35年頃の校章と
バックル

昭和35年頃の本館前（現2号館）
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東京医科歯科大学基金 寄附者芳名録
未来の医療人育成に向けた募金にご支援をいただいた皆様のご芳名を掲載いたします。
今後とも引き続き、東京医科歯科大学へのご寄附・ご支援を、お願いいたします。

■ 2019年7月1日から12月31日の寄附者を掲載しています（50音順／敬称略）　■ 匿名を希望された方については、掲載しておりません
■ 附属病院基金への寄附については、掲載しておりません
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「東京医科歯科大学基金寄附者銘板」は、M&Dタワー
2 階エントランスホールに設置しており、寄附額に応じ
てプレートの色が異なります。
※金額は累計で、個人寄附の場合
※対象期間以前に、既に銘板に掲載されている方は含みません
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本学は病気やケガに苦しむ人を一人でも多く救うため、様々な病気に対する治療法や治療薬の開発に
つながる研究および、世界中で活躍できる医療人の育成に尽力しています。これらの人材育成や研究
活動を支えるご寄附および基金を企業や個人の皆様に募っております。医療の発展のために、皆様の
ご理解とご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

未来の医療人育成に向けたご支援のお願い

●東京医科歯科大学基金 東京医科歯科大学募金室
　www.tmd.ac.jp/kikin/　TEL：03-5803-5009
大学基金の他にも、下記附属病院基金がございます。お気軽にお問い合わせください。
■ 附属病院基金へのご寄附については、この芳名録および銘板への記載はございません。

●医学部附属病院支援基金（梅いち輪募金）　
　  医学部附属病院総務課　　TEL：03-5803-5097　
      www.tmd.ac.jp/medhospital/kikin/kikin.html

●歯学部附属病院支援基金　
     歯学部附属病院総務課　　TEL：03-5803-5406　
     www.tmd.ac.jp/dent_hospital/suuport-fund/
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　吉澤靖之学長は2020年3月31日をもって、6
年間にわたる学長の任期を終えられます。6年
という年月は、小学校に入学した子どもが成長
し、卒業を迎えるほど長く感じられます。けれ
ど学長として事を成すにはあっという間だった
のではないでしょうか。就任早々に学長直下の
組織体制を構築するなど様々な改革を次々と
打ち出し、「当初やろうとしたことはほとんど達
成できた」とおっしゃる通り、「愛校心」と「積極
思考」の考えの下、果敢に実行してこられました。

　今号ではそんな吉澤学長の軌跡を、ロングイ
ンタビューの形で振り返っています。
　2020年度は、新学長に田中雄二郎先生を迎
えた新体制が始動するほか、M&Dデータ科学
センターのオープン、機能強化棟の建設など、
本学にとって大きな転換期となることでしょう。
　本誌では、新たな組織や取り組みについて
今後も取り上げてまいりますので、どうぞご期待
ください。

編集後記


